
2021 年 3 月 9 日 

 

鹿島建設グリーンボンド（第 46 回無担保社債）レポーティング 

 

■発行後レポーティング（１回目） 

 

①調達資金の充当状況（2020 年 3 月～2021 年 2 月） 

 

調達資金については全額適格プロジェクトに充当されるまで、調達資金の充当状況を示す

レポートをウェブサイトに公表を行う予定としており、内容は以下の通りです。 

 

・適格クライテリアを満たす物件ごとの充当済金額 

・充当済金額の合計 

・未充当額 

 

2020 年 2 月 28 日に当社が発行した「鹿島建設株式会社第 46 回無担保社債（社債間限定同

順位特約付）（鹿島建設グリーンボンド）」によって調達された資金については、下表の

通り適格プロジェクトの建設資金のリファイナンスに全額充当済みとなっており、未充当

残額はありません。 

（単位：百万円） 

年 月 項  目 調達金額 充当金額 未充当残額 

2020年2月28日 第 46 回無担保普通社債発行 

（鹿島建設グリーンボンド） 
9,947  9,947 

2020年3月31日 横濱ゲートタワー 

（リファイナンス） 
 5,947 4,000 

2020年3月31日 KT ビル 

（リファイナンス） 
 4,000 0 

※調達金額については本社債発行額から発行諸費用を除いた金額としております 

 

また、当社は調達された資金の管理を財務本部資金部が行い、調達資金の全額が適格プロ

ジェクト建設資金のリファイナンスに全額充当済みであることについて、財務担当役員で

ある取締役から確認を得ております。 

 

  



②環境インパクトについて（対象期間：2020 年 3 月～2021 年 2 月） 

 

物件名 横濱ゲートタワー  

物件概要 当社ホームページ「グリーンプロジェクトの概要」をご参照下さい 

 https://www.kajima.co.jp/ir/grading/greenbond/index.html#anc_yokohama 

取得認証の種類 

及び認証水準 
CASBEE 横浜 A クラス（自己評価） 

使用実績 

電気使用量 －   kwh 

水道使用量 －   ㎥ 

ガス使用量 －   ㎥ 

CO2排出量 －   ｔ- CO2 

CO2排出削減効果 －   ｔ- CO2 

※横濱ゲートタワーについては、2021 年 2 月末時点で建物が完成していないため、実績

値は入手しておりません。 

 

物件名 KT ビル  

物件概要 当社ホームページ「グリーンプロジェクトの概要」をご参照下さい 

 https://www.kajima.co.jp/ir/grading/greenbond/index.html#anc_kt 

取得認証の種類 

及び認証水準 

CASBEE 

BELS  

S クラス（外部認証取得） 

☆☆☆☆☆（外部認証取得） 

使用実績 

電気使用量 1,236,050 kwh 

水道使用量 6,290 ㎥ 

ガス使用量 0 ㎥ 

CO2排出量 564.875 ｔ- CO2 

CO2排出削減効果 667.258 ｔ- CO2 

 

 

  



■環境目標（2018～2020 年度）の進捗 

当社は ISO14001 に準拠して環境マネジメントシステムを運用していく中で、2018～2020

年度の環境目標を定めておりますが、今回の対象プロジェクトも含めた以下環境目標に対

する実績を当社ウェブサイトに年１回公表しております。 

各年度目標に対する進捗状況につきましては、以下の当社ウェブサイトをご覧ください。 

 

【２０１８年度実績】 

https://www.kajima.co.jp/sustainability/data/pdf/data_report2019.pdf 

当社ホームページ＞サステナビリティ＞環境＞環境データ 

＞「環境データ集 2019」3 ページ目 3ヵ年目標と 2018 年度実績をご参照 

 

【２０１９年度実績】 

https://www.kajima.co.jp/sustainability/data/pdf/data_report2020.pdf 

当社ホームページ＞サステナビリティ＞環境＞環境データ 

＞「環境データ集 2020」3 ページ目 3ヵ年目標と 2019 年度実績をご参照 

 

【２０２０年度実績】 

 2021 年秋頃に掲載予定 

 

 

３か年（2018～2020 年度）目標 

低
炭
素 

施工 施工時 CO2排出量原単位 2013 年度比８％削減 

設計 
建築物省エネ法適合義務化における QCDSE 整合性の確保 

CO2削減におけるトップランナー育成 

資
源
循
環 

施工 汚泥を含む最終処分率３％未満 

設計 
グリーン調達の推進 

建物長寿命化の推進 

自
然
共
生 

 

生物多様性優良プロジェクトの推進 

施工による環境影響の抑制 

（特に有害物質、汚濁水の管理など） 

共
通
基
盤 

トリプル Zero を支える研究開発及び技術・サービスの推進 

研究開発 
環境保全と持続可能な利用に資する研究技術開発の推進 

現業部門への成果展開件数３年間で６件以上 

環境 

エンジニアリング 

グループ会社と一体になった環境経営の推進 

トリプル Zero に基づいた技術の刷新、プロジェクトの創出 

エンジニアリング 環境に優れた生産施設を顧客に提供する 

 


